[bookmark: _Toc65573597]4 本市場の目指すべき姿
３Ｃ分析の結果、機能強化の方向性と戦略として本市場の目指すべき姿は、「強みである物流面での好立地と全国屈指の広大な敷地、大消費地を背景とした販売網などを活かし、市場間競争に打ち勝つ新たな機能強化を実現した市場」を目指していく必要があると考える。
その目指すべき姿に必要な役割・機能を具体化するためには、競合相手及び本市場が果たす役割を明確にする必要があるため、機能強化を行う方向性と戦略について以下のとおりとりまとめる。

[bookmark: _Toc65573598]本市場の役割の明確化
競合の明確化と役割分担
最大の競合は、特に販売面で商圏が重複している大阪本場及び大阪東部市場と捉えることができる。表 30に本市場における競合分析を整理する。

[bookmark: _Ref61551757]表 30　本市場における競合分析
	項目
	競合名
	理由

	集荷面での競合
	大阪本場
	産地は荷を大量に捌ける市場に集約し始めている

	〃
	東京市場（大田・豊洲）
	〃

	販売面での競合
	大阪本場
	商圏が本市場と重複してきている

	〃
	大阪東部市場
	〃

	再整備による脅威
	大阪東部市場
	水産物部のコールドチェーンへの機能強化により平均単価上昇

	〃
	神戸東部市場
	青果部の保管・加工機能の充実により平均単価上昇

	他チャネルの脅威
	商社経由の輸入・冷凍・養殖品
	安定・定量供給が可能な品目は市場外取引が伸長

	〃
	契約取引による業務用需要
	単一品目のカット野菜等の加工品原料は市場外取引が伸長


[bookmark: _GoBack]
ただし、府内３市場の比較分析で示したように、本市場の立地優位性、大阪本場の価格形成力、大阪東部市場の対応力といったそれぞれの市場に特色があるため、改正市場法を契機として、商物分離を活かしそれらの特色を活かした機能分化による相乗効果により、競合でありながら共栄できる関係を目指していくべきだと考える。本市場は集荷・分荷の中心として府内３市場の物流拠点となり、大ロットで広域転送及び府内市場への転送や量販店等への配送対応を担うとともに、南海トラフ大地震へのリスクヘッジとして、最も内陸にあり交通網のよい立地を活かしていく。
また、場内事業者からも物流機能に特化する機能強化の要望もあり、卸売業者が大阪本場の支社・資本関係にあるという特色も活かして、このような機能分担を実現していくべきだと考える。



再整備における戦略と強化すべき機能
前述した府内３市場の役割分担を踏まえ、公共的な機能から独自性発揮のための戦略的な機能まで、将来にわたり必要とされる機能を備えた新市場を実現するためには、食品流通の一大拠点として、ニーズに応え強みを活かした新たな市場を目指していく必要があり、そのための本市場の再整備における戦略として、

戦略Ⅰ　西日本の食品流通の核となるために
　　　　　～広域中継拠点市場（ハブ市場）化～

戦略Ⅱ　時代のニーズに応え続けるために
　　　　　～品質管理・衛生管理の高度化、保管・加工機能の充実～

戦略Ⅲ　常に必要な存在であり続けるために
　　　　　～持続可能な地域の公共インフラ化～

を掲げていくことを提案する。
まず、西日本の食品流通の核となるための方向性として、本市場が持つ広大な敷地や交通の要衝に立地するなどの強みを活かした、広域の他市場転送及び府内や関西の近隣市場への転送に対応することで、産地から選ばれる広域中継拠点市場（ハブ市場）化を目指していく必要がある。
ハブ市場（ハブ化）とは、米国FedEx社の創業者であるフレッド・スミス氏が提唱した物流の考え方の一つで、中心拠点（ハブ）に荷物を集約させ、拠点ごとに仕分けして運搬する輸送方式のことで、各出荷拠点から荷受拠点に対し個別に直接輸送するよりも、ハブ拠点を設けることで運行経路数を減らし物流の効率を高めるという考え方である。図 40にその概念を示す。

[bookmark: _Ref64561415]図 40　ハブ市場（ハブ化）の概念
【従来の輸送方式】
【ハブ化した輸送方式】
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出典：大和物流株式会社ホームページ

本市場で考えられる機能としては、大阪より西（あるいは東）の産地や産地市場、集荷力の高い大都市圏の卸売市場が、首都圏（あるいは、九州・四国等）あるいは遠方の消費地市場に荷物を送り込む際に、本市場に一旦荷物を集約し、荷の積載率を向上させ便数を減らすことで物流の効率化を図ることが考えらる。その結果、スケールメリットを発揮してコストダウンにつなげるとともに、ひいては本市場の集荷力向上につながると期待される。そのためには、本市場に荷を迅速かつ大量に捌ける機能も併せて求められてくる。
また、本市場がハブ拠点として近隣他市場への分荷拠点となることも考えられ、特に大阪本場や大阪東部市場は市街地に立地していて、交通面で不便であり、待機時間の課題等を抱えていることから、本市場を中継拠点として活用することで、産地にとっては物流費の削減に繋がり、大阪本場の卸売会社とは本社支社・資本関係がある強みを発揮していくことも戦略として考えられる。
本市場における広域中継拠点市場（ハブ市場）のイメージを図 41に示す。

[bookmark: _Ref64558298]図 41　本市場における広域中継拠点市場（ハブ市場）のイメージ
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次に、時代のニーズに応え続けるための方向性としては、川上（生産者）や川下（実需者）、ひいては消費者から求められるよう、行き届いた品質管理や衛生管理が施された生鮮食料品等を、顧客ニーズに沿って安定的に供給できる市場を目指していくことが求められる。
最後に、常に必要な存在であり続けるためには、地域の公共インフラとして、いかなる場合においても市場機能が滞ることのないよう、事業の継続性を確保するとともに、環境にも配慮した市場を目指していくべきだと考える。
そのため、再整備における各戦略の方向性と、その強化すべき機能を次頁の表 31に示す。



[bookmark: _Ref63081493][image: ]表 31　再整備における各戦略の方向性と強化すべき機能











まず、戦略Ⅰにおいて強化すべき機能としては、広域に荷物を中継するために大量・多品目を効率的に荷捌きできる機能が必要であり、それらを効率的に実施するためのICT/IoTなど、最新の情報通信技術を活用した高度な物流技術の導入等が必要となる。中央卸売市場で再整備を実施、検討している市場では、このような最新の情報通信技術の導入がほとんど進んでいないため、本市場で導入し荷捌きの効率化を図ることで、物流面でのニーズに応え他市場と差別化を図ることにもつなげていくことができる。これらの機能については、本市場が競争力を高め、他市場との差別化を図るためには必須であるものの、各場内事業者の経営戦略とも密接に関わる内容であるため、府と場内事業者で役割分担を明確にし、民間物流事業者等の活用なども検討しながら機能強化を図っていく必要がある。
次に、戦略Ⅱにおいて強化すべき機能としては、時代や取引先のニーズに応える品質・衛生管理として、コールドチェーンの実現や鳥やネズミなど害虫・害獣の進入対策は必須であり、閉鎖型施設の導入などが求められている。また、量販店対応の機能強化や、冷蔵・加工・保管といったニーズへの対応、またそれらの各機能・施設が独立では非効率であり、各機能を有機的に結び付けるため荷降しから搬出までが一方向で効率的となる施設配置・場内物流動線も必要となる。
また、戦略Ⅲにおいて強化すべき機能としては、本市場が持続可能な地域の公共インフラとして、環境にも配慮し、かつ災害時にも府民への食の安定供給を実現するため、再生可能エネルギーや自家発電能力の向上といった機能付加・強化が必要で、近年激甚化する自然災害や南海トラフ大地震の津波被害による他市場の代替的役割を果たすためにも、対策を講じておくべきである。
それらを踏まえ、戦略を実現するための具体的な整備内容例を次頁の表 32に示す。


[bookmark: _Ref63083853]表 32　戦略を実現するための具体的な整備内容例
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[bookmark: _Toc65573599]必要な市場機能と具体的な整備内容の検証
必要な市場機能と具体的な整備イメージ
ア）戦略Ⅰ　西日本の食品流通の核となるために
戦略Ⅰは本市場が持つ広大な敷地や交通の要衝に立地するなどの強みを活かした、産地から選ばれる広域中継拠点市場（ハブ市場）化を目指す戦略で、強化すべき市場機能と、それらを実現するための具体的な整備内容例とイメージについて、図 42に示す。

[bookmark: _Ref61597278]図 42　戦略Ⅰを実現するための強化すべき機能と具体的整備内容例
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[image: 立体冷蔵自動倉庫][image: ピッキング作業場][image: ]＜整備内容の具体的イメージ＞




　　　　　　トラックバース　　　　　　　ピッキングスペース　　　　　　　自動保管倉庫　

具体的な整備内容として、一度に多数の車両が接車して荷を搬出入でき、大量の荷が捌けるトラックバースや買荷のピッキングスペース、ICTやIoTを活用し商品管理や搬出入の自動化により効率的な保管作業ができる自動保管施設の設置等により、荷捌き・保管機能を向上させ広域物流における中継拠点化を目指していく。

イ）戦略Ⅱ　時代のニーズに応え続けるために
戦略Ⅱは川上（生産者）や川下（実需者）、ひいては消費者から求められるよう、行き届いた品質管理や衛生管理が施された生鮮食料品等を、顧客ニーズに沿って安定的に供給できる市場を目指す戦略で、今後卸売市場に必須な基本的機能について、その具体的な整備内容例とイメージを図 43に示す。

[bookmark: _Ref61598645]図 43　戦略Ⅱを実現するための強化すべき機能と具体的整備内容例
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＜整備内容の具体的イメージ＞
[image: ][image: 屋内, 天井, テーブル, いっぱい が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: ]




　　　　　　　シートシャッター　　　　　　　　定温卸売場　　　　　　　　閉鎖型加工施設

閉鎖型の施設を整備することでコールドチェーンへ対応し、その施設の中で保管・加工といった今後必要不可欠になる機能を付加していくことが必要である。また、閉鎖型施設とすることで、衛生管理機能も強化していくことが可能となる。
これらの機能は、現在の本市場では弱みになっている部分であり、食品流通の中では最低限の機能であるという認識も出てきており、その改善が競争力強化に後れを取らないためにも必須であると考えており、より各機能強化の効果を発揮するためには、本市場の課題である場内物流動線の改善も必要である。


ウ）戦略Ⅲ　常に必要な存在であり続けるために
戦略Ⅲは地域の公共インフラとして、いかなる場合においても市場機能が滞ることのないよう、事業の継続性を確保するとともに、環境にも配慮した市場を目指していく戦略で、そのための強化すべき機能について、それらを実現するための具体的な整備内容例とイメージを図 44に示す。

[bookmark: _Ref61600273]図 44　戦略Ⅲを実現するための強化すべき機能と具体的整備内容例
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＜整備内容の具体的イメージ＞
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　　　　　　　　　　屋上太陽光発電　　　　　　　　　　　　　　　　　燃料電池

具体的な設備としては、再生可能エネルギーを活用するため屋上を利用した太陽光発電の導入や、自家発電として燃料電池の増設、電動フォークリフトの使用促進につなげるための共同充電施設の設置により、環境に配慮しつつ、事業継続性の確保につなげていく。
また、南海トラフ大地震への対応として救援物資の備蓄倉庫等のスペースを確保し、地域の公共インフラとして府民の安全・安心な生活にも貢献していく。


具体的な整備内容の検証
戦略Ⅰ～Ⅲに沿った強化すべき具体的な機能強化の手法を検討するに際し、本市場においては長寿命化計画が策定されているため、その範囲で対応可能か、改修・増築での対応が可能か、あるいは抜本的な建替えでないと対応できないかの整理が必要となる。そこで、強化すべき具体的な整備内容と再整備手法別の対応の可否を、表 33に整理する。

[bookmark: _Ref61553157][image: ]表 33　強化すべき具体的な整備内容と再整備手法別の対応の可否














戦略Ⅰにある荷捌きに関する機能強化（①、②）は、現在の敷地内でも運用ルールの変更で一部そのための敷地を設ける、あるいは2階駐車場や1階道路部分にテント屋根を設けるなどの改修等でも対応は可能であるが、より動線の非効率を招き、かつ衛生・品質管理面でも効果は期待できないため、場内動線を改善する点を含め、建替えによる機能強化の方向が望ましいと考える。
自動保管施設（③）についても同様で、規模によっては改修・増築で対応できるものの、動線の問題があるため、機能付加の効果を最大限に発揮させるためには、建替えでの対応が必要となる。
戦略Ⅱにある施設全体の閉鎖型施設への転換（④）については、現在の開放型施設において全体を閉鎖型にするには躯体等の都合上、改修増築では対応が困難である。部分的に仲卸店舗のみ低温化することも可能ではあるが、限定的な低温化にとどまりコールドチェーンとはならず、衛生管理への対応も不十分となってしまう。
配送センター機能の整備（⑤）については、前述の2階屋上にテント屋根を設置するなどで場所を設けることができても、コールドチェーン・衛生管理といった面で改修・増築では実需者の需要には応えられない。
場内物流動線の改善（⑥）については、場内道路や施設配置を抜本的に見直す必要があり、改修・増築では対応できず、建替えでの対応が必須となる。
仲卸売場における保管・加工機能の充実（⑦）については、店舗をプレハブ化し加工専用の施設にする、あるいは冷蔵庫など保管機能を持たせるという機能強化も可能であるが、棟全体が閉鎖型になるわけではないため、改修・増築での対応は効果が限定的だと考える。
戦略Ⅲの発電設備の導入・増強（⑧、⑨）は、新たな設備の増設が必要であり長寿命化計画では対応できない。また、改修・増設で対応が可能であるが、屋上での太陽光パネルの設置は躯体の強化や費用対効果の検証が必要である。共同充電施設（⑩）については、用地を設ければ設置が可能である。
このように、強化すべき具体的な整備内容の一部は、長寿命化計画の一環や大規模改修、増築でも対応が可能だが、機能強化が限定的になったり、非効率さを助長するといった課題が残る。今後の検討を深めていくためには、表 34に示す各整備手法におけるメリット、デメリットに加え、施設の適正規模なども踏まえ、総合的に判断する必要がある。

[bookmark: _Ref63089555]表 34　各整備手法のメリット・デメリット
	分類
	長寿命化計画＋改修・増築
	建替え

	メリット
	· 施設保全の現整備計画に沿った支出の平準化に加え、最小の費用での対応が可能
· 使用料引上げへの影響が限定的
· 工事期間中の場内事業者の営業に対する影響が小さい
	· 府市場の強みを生かしたハブ市場化の実現が可能
· 品質管理や衛生管理の行き届いたより付加価値の高い商品の提供が可能
· 広域物流施設の誘致など民間資本の活用が期待でき、整備費の圧縮や使用料引上げの抑制につながる

	デメリット
	· 施設全体の低(定)温化や高度な品質管理などの十分な機能強化の実施が不可能
· 機能強化が後付けのため、効果が限定的（場内物流動線の非効率さをさらに助長 等）
· 立地優位性など強みを活かした施設への転換が不可能
	· 整備に伴う多額の資金が必要
· 整備費の回収のため使用料への影響（引上げ）が大きい
· 工事期間が長期になり、場内事業者の営業に対する影響が長寿命化計画・改修増築と比べて大きい




[bookmark: _Toc65573600]先進事例からみた機能強化のポイント
戦略Ⅰに沿った先進事例
ア）福岡市中央卸売市場　青果市場【効率的な物流動線】
· 取引形態に応じて三つにゾーン化（A,B,C）し、それぞれ仲卸店舗を配置して、横持ち動線を短縮化、入荷道路から一方向の動線になるよう施設を配置
· 大型トラック20台が一度に入荷できるため、待ち時間はほぼ発生していない状況
· 着工前に量販、納め、小売対応の仲卸を振り分け、それぞれの仲卸のゾーンごとに取扱数量を推定して規模を決めたのち、さらに業者ごとの区割りを協議して決定
· そのため仲卸売場は、同じ区画割ではなく、使用する業者によって1枡の大きさが異なり、自身の規模に見合った一区切りの施設となっていることから効率的に使用可能
· 店舗販売中心ゾーンの買荷保管積込所では、買参人の数だけ駐車枡を設定
· 入荷時に場内の物流会社がコントロールし、それぞれのゾーンをまたぐ横持ちが発生しにくいように運用
· 仲卸売場や買荷積込場の動線方向の通路を狭く設定
· 広げすぎると通路に荷が置かれる可能性があるため
· 車両はすべてRFID方式のカードでゲートを管理し、通勤車両と業務用車両とゲートを分け、通勤車をすべて2階の専用道路を通らせることで、1階に通勤車両が侵入することを防止

[image: ]図 45　福岡市中央卸売市場青果市場　施設配置図














資料：福岡市「福岡市新青果市場新築工事　基本設計の概要」（H24.3）に加筆

イ）東京都国立地方卸売市場【自動搬送・保管機能】
· 民設民営の地方卸売市場（開設者：東京多摩青果株式会社）
· 卸売棟は1階が卸売場で2階が荷捌場で、垂直搬送機にて、卸売場から2階へ直接搬送可能
· 低温荷捌場があり、卸売場棟から輸送コンベアで各仲卸店舗専用スペースまで全自動輸送とし、場内物流のためのターレットを全廃
· 輸送コンベアは専用パレットを使用し、フォークによる搬送作業の省力化を実現
· 立体冷蔵自動倉庫があり、搬送コンベアがつながっていて、全自動スタッカークレーンによる迅速な入出庫を実現
· 管制室で物流全般を管理していて、垂直搬送機・搬送コンベア・立体冷蔵自動倉庫をコンピューターで一括集中管理

写真 1　東京都国立地方卸売市場の各施設
[image: 搬送コンベア][image: 垂直搬送機]






垂直搬送機　　　　　　　　　　　　搬送コンベア（自動輸送装置）
[image: 低温荷捌場][image: 立体冷蔵自動倉庫]

仲卸業者が荷物を受け取れない時間帯は自動冷蔵倉庫に一時保管




立体冷蔵自動倉庫　　　　　　　　　　　　　　　低温荷捌場
[image: 管制室][image: 卸売棟兼事務所棟]入荷トラックの配車支援システムも一括管理






卸売棟兼事務所棟　　　　　　　　　　　　　　　　　管制室
出典：東京多摩青果株式会社ホームページ


ウ）Amazon茨木・川崎FC、Geek社【自動搬送ロボット】
· Amazonでは2012年に買収した「Kiva」をベースにしたロボット技術「Amazon Robotics」を導入
· ロボットが棚を持ち上げながら移動するため、商品棚が動き、作業者は定位置（ピッキングスペース）で作業することが可能
· 床に一定距離に貼られたQRコードを基に、あらかじめプログラミングされた場所を走行
· Geek社が開発しているシステムも同様で、自動化により人による作業を50～70％削減
· 出荷伝票に基づき、商品棚を自動でピッキングスペースまで運搬
· センサーがついており、進行方向に障害物があると自動停止
· ピッキング終了後はAIで最適な配置を考え、自動的に棚が戻る仕組み

写真 2　 Amazon　Roboticsの運用状況
[image: ][image: ]




出典：KADOKAWA asahi,jp「アマゾン「ロボット倉庫」　人間に残された仕事は？」（H31.4）
図 46　 Geek社の自動ロボットシステム
[image: ]












出典：農林水産省「生鮮食料品等の流通工程における作業の自動化に関する調査委託
事業」（令和元年度）、株式会社ギークプラス　ホームページ

エ）仙台市中央卸売市場【配送センター機能】
· 青果仲卸組合が出資して株式会社仙台中央卸売市場配送センターを設立
· 市場内に、建築面積4,500㎡程度、延床面積7,000㎡程度の4階建て配送センターを整備
· センター内に低温の加工場を設け、袋詰めやラップ包装、テープ結束を実施
· 高床式のバースやドッグシェルターが設けられており、4トン貨物車が30台程度同時に出荷可能
· 出荷先は主に量販店で、1日に2度、仙台市内や県内、県外に向けて出荷
· 同一施設に加工・貯蔵保管・配送機能を備え、仲卸組合主体による効率的な運営
· 現市場移転当時から組合の共同配送事業を実施していたことで合意形成、事業理解が図られやすい環境
· 全組合員の青果物配送業務のほか、市内混載も対応

写真 3　配送センターの外観と作業状況
[image: ピッキング作業場][image: 保管・場内運搬事業][image: ]





出典：株式会社仙台中央卸売市場配送センター　ホームページ

オ）本市場における機能強化のポイント
福岡市場では着工前に仲卸の業態に沿ってゾーン分けして店舗面積を決め、買参人の数に応じて駐車枡を準備するなど、現在の物流形態に沿った効率的な動線・規模・機能を再整備に合わせ、施設を設計する段階で確保している。本市場において効率的な動線を確保するためには、入荷用通路の配置換えや、新たな荷捌きスペースの創出が必要で、2階の小通りの有効活用や、仲卸店舗と買出人駐車場の間を有蓋化し荷捌きスペースとするなど、部分的に機能強化することは可能であるが、根本的な動線の改善にはつながらず、大規模な改修・建替えが必要となる。
また、ソーティング装置や物流ロボットについて、現在の市場施設にそのまま導入することは、動線や施設の配置、支柱等の構造上の問題で困難であり、大幅な配置の見直し・改修が必要になる。自動搬出装置を使用する場合は、卸売業者・仲卸業者の物流形態を導入する装置に合わせる必要があり、どのような機能・規模・運用・経費負担にするかは十分な場内事業者間での意見調整が必要で、大きなハードルとなると考えられる。


戦略Ⅱに沿った先進事例
ア）東京都中央卸売市場　豊洲市場【閉鎖型施設・コールドチェーン】
· 商品の搬出入口を限定し、それぞれにシートシャッター、オーバーヘッドドア、エアカーテンを整備
· 閉鎖型とすることで施設内の温度管理を可能にし、保冷効果を高めている
· 外気や雨、塵埃、鳥・虫・ネズミなどの侵入を防止
· 水産仲卸売場では、閉鎖型施設内の空調を25℃で管理し、取扱商品の特性ごと各事業者で販売・保管時の温度管理を超低温ストッカー、ダンベ、冷蔵庫等で実施
· 青果仲卸売場閉鎖型施設内の空調は22℃で管理し、商品保管は低温倉庫を利用するほか、商品の特性を踏まえ、冷蔵庫、冷蔵ショーケース、水冷式クーラー、ビニールカーテン等の設備を各事業者が整備

写真 4　東京都中央卸売市場豊洲市場内の施設状況
[image: ][image: ]





水産卸売場棟高床式バース　　　　　　　水産仲卸売場棟高床式バース
[image: ][image: ]






水産卸売場棟施設内状況　　　　　　　　　　　　超低温ストッカー
[image: ][image: ]






青果仲卸売場　冷蔵設備設置状況
　　　出典：東京都中央卸売市場「豊洲市場における品質衛生管理について」（H28.12）

イ）新潟市中央卸売市場【コールドチェーン】
· 水産棟は低温卸売場（卸売場の約50％）に業界整備の水産冷蔵庫棟が併設されており、閉鎖型施設でドッグシェルター・シートシャッターを整備
· 水産冷蔵庫棟内には荷捌きスペースがあり、配送センター機能を併せ持つ
· 仲卸売場に各業者が冷蔵庫やプレハブの加工施設を設け、顧客の需要に対応
· 青果棟は低温卸売場と冷蔵保管庫（合わせて卸売場の1/3程度）が閉鎖型施設
· 低温卸売場はいずれも、ターレット等で搬出入が可能、市場内は基本的に電動ターレットを使用
· 低温卸売場で扱う品目は卸各社の判断で決定
· 建物と入出庫に関わる設備は開設者で整備、その他の冷却設備等は業界負担（建設費、維持管理費、電気代含む）
· 開設者としてはスケルトン整備で使用料を抑える分、業界がテナント工事で対応し、使いやすいよう整備する方向性でまとまった

図 47　新潟市中央卸売市場　施設配置図
水産低温卸売場・冷蔵庫棟はすべての搬出入口にドッグシェルター整備
水産冷蔵庫棟の荷捌きスペースから、量販店や大手鮮魚小売店へ出荷（配送センター機能）
常温卸売場と低温卸売場の搬出入口にはシートシャッターとエアカーテンを整備





















資料：新潟市提供資料に加筆

ウ）大阪市中央卸売市場　東部市場【コールドチェーン・保管・加工機能】
· 水産棟は改修、青果棟は建替えにて平成23年度に再整備が完了
· 水産物部は卸売場がすべて低温化されており、取引種別ごとに売場が設けられていて、青果部についても業者整備で卸売場に冷蔵庫を設置
· 仲卸売場棟は換気設備がついており、施設内の空気を屋上から外部へ排出し、空気循環を実現
· 大阪府内にある三つの中央卸売市場の内、最も保管（倉庫）面積を有す（約2万㎡）
· 卸売場の上階に、倉庫や加工場など、場内事業者が自由に使用できるスペースを設けており、場内の縦持ち移動のみで加工が可能
· 市場本体の隣接用地にも配送加工施設を設け、量販店等の需要に応えている

写真 5　水産低温卸売場・青果冷蔵庫・仲卸売場ダクト
[image: ][image: ][image: ]
	





[image: 屋内, 食品, 小さい, 子供 が含まれている画像

自動的に生成された説明]写真 6　3階の加工・保管施設と縦持ちに使用しているエレベーター
[image: 建物, 道路, ストリート, 店 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 人, 屋内, 立つ, 食品 が含まれている画像

自動的に生成された説明]





エ）本市場における機能強化のポイント
すでに本市場でも卸売場の低温化や仲卸店舗のプレハブ化による低温化、冷蔵庫導入などを実施しているが、現状では卸売場の一部や仲卸各業者での対応となっていて、このまま部分的な対応をし続けることも可能であるが、全体を閉鎖型にするためには大規模な施設整備が必要になる。
個別に対応を続ける場合にも、仲卸売場などは室外機の排熱が施設内に滞留し、室温・湿度上昇の一因となっているため、改善が必要な状況である。また、建物や入出庫に関する整備（ドッグシェルター、シートシャッター等）は開設者整備であるが、冷蔵庫や冷却設備、またそれらの光熱費は業界負担という事例が多く、閉鎖型にする場合は全体の電気代が増大することも予想されるため、費用対効果も含め場内事業者との検討・合意形成が課題となってくる。

戦略Ⅲに沿った先進事例
ア）京都市中央卸売市場　第一市場　新水産棟【災害時事業継続対策】
· 創エネ・省エネ等の環境配慮型設備を導入し、災害時における業務継続対策として活用
· 震度6～7程度の規模の地震に対して、倒壊又は崩壊する危険が低いと認められる耐震性能の1.25倍の基準で建物の耐震性を設計
· ガスを利用し、電気と熱を生産することによりエネルギーを効率的に活用するマイクロコージェネレーションシステムを採用
· BEMSと呼ばれる、使用量の可視化等によりエネルギーを適切に管理し、省エネを実現するシステムを採用

図 48　京都市中央卸売市場　第一市場　新水産棟における災害対策
[image: ]








※１　ガスを利用し、電気と熱を生産してエネルギー効率を上げるシステム
※２　エネルギーの使用料の可視化等により、エネルギーを適切に管理し省エネ
を実現するシステム



出典：京都市「京都市中央卸売市場第一市場新水産棟整備実施設計」（H30.5）

イ）本市場における機能強化のポイント
本市場においては、年間を通して電力需要の約50%を賄う、都市ガスを燃料とした高効率な業務用・産業用燃料電池発電システムを導入しており、自家発電については取組みが進んでいる。今後は、再生可能エネルギーや京都市場の例で示したマイクロコージェネレーションシステムなどを組み合わせることにより、有事の際にも自前で電力を賄い、冷蔵・冷凍庫やエレベーター、夜間作業のための照明などの機能を維持し、生鮮食品の供給を途切れさせない公益性が求められている。
また、近年は異常気象による水災害が頻発している影響もあり、高圧受電設備等は2階に設置するなどの考え方がセオリーになってきており、敷地の嵩上げやインフラ関係の重要設備を上階に設置することが必要となってくる。
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